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●引っ越しの時の各種届出

●知的障害者授産施設･障害児通園ﾎｰﾑを整備

●国民年金制度が変わります

●まちづくり情報BOX意見･要望と回筥

●教育委員会だより
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い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
】
蕎
節
で
」
ｔ
ｒ

瀞
泄
・
海
参
芽
差
」

一

　
い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
、

こ
の
時
期
、
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

転
入
や
転
出
、
転
居
等
を
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
転
校
す
る
と
き

　
　
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校

　
住
民
課
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
、
転
居
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
の
発

行
す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
証
明
書
」
を
持
っ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
町
外
へ
の
転
校

　
担
任
の
先
生
を
通
じ
学
校
長
に
申
し
出
て
、
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給

与
証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
の
加
入
に
開
す
る
書
類
」

を
も
ら
っ
て
、
転
出
先
の
市
町
村
教
育
委
員
会
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
町
外
か
ら
の
転
校

　
住
民
課
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
と
、
転
入
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
が

発
行
す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健

康
セ
ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
待
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
昔
8
1
１
１
８
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進
学
す
る
と
き

　
進
学
の
た
め
、
他
の
都
道
府
県
等
に
引
っ
越
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
学
生

の
医
療
費
は
、
扶
養
者
な
ど
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
に
、
親
元
と
別
の
披
保
険
煮
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
・
在
学
証
明
証
又
は
学
生
証
の
写
し

手
続
き
先

　
民
生
節
住
民
課
住
民
係
　
登
８
１
－
１
８
２
４

問
合
せ
先

　
民
生
節
保
健
諜
国
民
健
康
保
険
係
　
登
８
１
－
１
８
３
６
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引っ越しの日が決まりましたら、前もって水遠謀へ閉栓の

手続きをしてください。連絡の際は、住所、氏名、引っ越

しの日時、引っ越し先をお知らせください。

………1引っ越しまでの水道料金（精算分）は、前回の検針日から

　引っ越しまでの使用量をもとに計算いたします。

連絡（閉校の手続）をいただきませんと、水道を使用され

ていなくても、引き続き料金がかかってしまいますので、

必ず水選評へご連絡をお願いいたします。

問合せ先水道部水道評昔82－2260（直通）

ヽ 一

届け出一覧表（手続き・問合せ先民生部住民課住民係昔8ト1824）

種　類 内容と届け出期間 必　要　な　も　の

転　入　届

・他の市町村から転入して

　きたとき

・転入した口から川口以内

・印鑑

・前の市町村（前住所地）が発行した「転出証明書」

・国民健康保険に加入していた方は､申し出てください

・国民年金手帳（加入者のみ）

・国民年金の受給者は住所変更届を社会保険事務所に提出しでく

　ださい（住民課に用紙があります）

・福祉年金証書（加入者のみ）

・母子健康手帳（該当者のみ）

・介護保険資格証明書（該当者のみ）

・児童手当用所得証明書（前住所地に請求）を持参して福祉課で

　手続きをしてください（児童手当該当者のみ）

・妊産婦、乳幼児医療受給資格考証を持っていた方は、申し出て

　ください

転　居　届

・壬生町内で住所を変更し

　たとき
・転居した日から14日以内

・印鑑

・国民健康保険証（加入者のみ）

・福祉年金証書（加入者のみ）

・老人医療受給者証､老人健康手帳（該当者のみ）

・各種医療受給者証（該当者のみ）

転　出　届

・壬生町から他の市町村に

　転出するとき

・転出する目まで(転出予定

　日のＨ目前から)

・印鑑

・印鑑登録証（登録者のみ）

・国民健康保険証（加入者のみ）

・老人医療受給者証､老人健康手帳（該当者のみ）

・各種医療受給者証（該当者のみ）

・児童手当用所得証明書を交付請求してください

　（児童手当該当者のみ）

・ナンバープレート

　（125cc以下の原動機付き自転車を所有している方）

世帯変更

・世帯主の変更、世帯分離、

　合併など変更したとき

・変更した日から目口以内

・印鑑

・国民健康保険証（加入者のみ）

その他の届け出
・住所の番地を間違えている、名前に濁音がある又は無いなどの場合は、訂正しますので届け出

　てください。
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知
的
障
害
者
授
産
施
設
（
通
所
）

”
’
ｋ
”
’
Ｉ

障
害
児
通
園
ホ
ー
ム

を
整
備

（
平
成
1
5
年
４
月
開
設
予
定
）

汀いきいきサロン｣で

　　　生きがいづくり

お
年
寄
が
集
ま
っ
て
楽
し
く
そ
ば
打
ち

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り

の
方
に
趣
味
や
運
動
、
遊
び
等
を
通
し

て
、
他
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
生

き
が
い
を
特
っ
て
も
ら
お
う
と
町
が
生

き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
と
し
て
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
実
施
し

て
い
る
「
い
き
い
き
サ
ワ
ノ
」
が
、
老

人
憩
い
の
家
富
士
見
荘
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
に
は
、
現
在
1
1
3
入
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
「
富
士
見
荘
」
と

「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
」
の
２
ヵ
所
で
、

習
字
や
健
康
教
室
、
ゲ
ー
ム
等
の
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
利
］
日
は
、
特
に
人
気
の
高
い

つ
つ
ど
ん
・
そ
ば
打
ち
会
」
が
開
か
れ

2
6
入
が
参
加
、
ペ
テ
ラ
ン
の
指
導
の
も

と
、
そ
れ
ぞ
れ
う
ど
ん
・
そ
ば
打
ち
を

体
験
、
そ
の
後
、
で
き
あ
か
っ
と
も
の

ヽ 一

を
み
な
さ
ん
で
試
食
し
、
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
た
ち
は
、
「
こ
こ
に

来
て
み
ん
な
と
お
話
し
た
り
、
活
勤
し

た
り
す
る
の
が
大
変
楽
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

※
い
き
い
き
サ
ロ
ン

対
象
者
　
通
所
可
能
な
概
ね
6
5
震
以
上

　
　
　
　
の
高
齢
者

利
用
日
時
　
（
祝
日
・
年
末
・
年
始
除
く
）

　
富
士
見
荘
　
　
毎
週
火
・
木
曜
日

　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
待
～
１
５
待

　
利
用
料
　
１
日
1
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
先

　
町
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
３
０

ま
た
は

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
昔
8
2
‐
７
８
９
９

４

　
本
町
で
は
、
こ
の
た
び
障
害
者
が
障

害
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
の

中
で
地
域
の
言
貝
と
し
て
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
療
育
・
就
労
問
題
な
ど
の
生
活
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
知
的
障
害
者
授

産
施
設
及
び
障
害
児
通
園
ホ
ー
ム
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-

知的障害者授産施設及び障害児通園ホーム完成予想図

　
知
的
障
害
者
授
産
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
障

害
者
に
必
要
な
訓
練
を
行
い
、
か
つ
職

業
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
自
活
し
、
社

会
復
帰
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。
ま

た
、
障
害
児
逆
目
ホ
ー
ム
は
、
障
害
の

あ
る
児
童
を
対
象
に
家
庭
か
ら
通
目
し

て
、
日
常
生
活
の
基
本
的
な
動
作
訓
練

や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
行
う
施

設
で
す
。

　
計
画
で
は
、
国
・
県
補
助
金
・
起
債

な
ど
を
財
源
に
、
敷
地
面
積
約
６
。
７

０
０
�
の
町
布
地
（
壬
生
丁
２
３
２
番

地
３
、
睦
作
業
所
南
側
）
に
鉄
骨
２
階

建
・
延
べ
床
面
積
約
１
。
０
０
０
�
の

授
産
施
設
と
鉄
骨
平
屋
建
・
延
べ
床
面

積
約
５
０
０
�
の
通
目
ホ
ー
ム
を
総
工

費
約
４
債
６
千
万
円
を
投
じ
て
建
設
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
両
施
設
は
、
平
成
１
５
年
４
月
開

設
を
目
指
し
て
お
り
、
将
来
的
な
障
害

者
（
児
）
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
整

備
す
る
も
の
で
す
。



保/険料免除と事務二見ﾉ直∇し

千成14年４用から国民年金制度が変わります！

「国民年金法」の改正（一昨年３月）と「地方分権―括法」の

施行（同４月）により、今年４月から

国民年金の制度と事務の一部が変更されます。

－一一→IS･s･

　直接送付

※毎年４月に社会保険事務所から第１号機保険者に１年分の納

　但書が送付されます。

2……保険料の納入場所が変わります

保険料取り扱い機関

①金融機関

②郵便局

③社会保険事務所

保険料

半額免除？

④農業協同組合

⑤労働金庫

⑥信用組合

※社会保険事務所の職員が訪問して領収することがあります。

※市町村では取扱いできません。

　〔13年度分（13年４月～14年３月）保険料については、14年４月末日まで市町村において取扱いを行ない

　ます。

３ニ保険料免除制度が変わります

　半額免除制度が導入され、現行の保険料免除基準が廃止されます。全額免除となるか半額免除となるか

は、前年の所得に基づき判定されます。

※所得基準については、今後、政令で定められることになっています。

※届出先は従来どおり市役所・町村役場の国民年金係です。

４　第３号被保険者該当届が事業主経由になります

　機保険者の申出により、事業主（配偶者が勤務する事業所の）が社会保険事務所に健康保険機扶養者異

動届と第３号機保険者該当届（複写）を提出します。

　後日、社会保険事務所から機保険者に第３号機保険者該当（非該当）通知書が送付されます。

５

問合せ先： 栃木社会保険事務所　国民年金業務課

　　　　　　　　　　　　昔22 －6074 ・6075

-



Ｏｊ００
｜

卜
半
可
通
可
ト
．
．
肩
し
Ｉ
．
ヅ

ト
ド
ー
げ
ー
‘
ご

　
　
“
.
Ｚ
．
～
～
９

す
。

しT?i｢意見・要望等｣におiij

妨
　
…
匪

パjリ

ｉ

h11111111小41hlll…11･11りhll･11･lhll･ll･11･||･||･11･11小||

　　　　　　.，･:,.I･ミ･一一ｌ

　　．．ｊ．．･．･,]にCI･｀･I.･'・

･･がい･1･Iﾔ･ ,l，ぃ

　j.J｀ヽ………

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
、

提
言
を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め
、
直
接
町
ヘ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち
づ

く
り
情
報
Ｂ
ｏ
ｘ
」
事
業
を
今
年
度

も
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
4
2
人
の
方
々
か
ら
7
8

件
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
と
町
の
考
え
方
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

一 一 一 一 一 一

に
乳
幼
児
期
の
疾
病
の
早
期
発
見
∴
午

期
治
療
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
壬
生
町
で
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
そ
れ
ま
で
の
土
成
未

満
児
で
あ
り
ま
し
た
対
象
者
を
３
歳
未

満
児
ま
で
と
し
、
平
成
1
2
年
度
か
ら
は

４
歳
未
満
児
、
さ
ら
に
、
今
年
度
平

成
1
3
年
度
）
か
ら
は
６
歳
未
満
児
ま
で

を
対
象
と
す
る
よ
う
に
順
次
そ
の
対
象

年
齢
を
拡
大
し
、
乳
幼
児
の
保
健
の
向

上
と
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
は
も

ち
ろ
ん
、
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
少

子
化
対
策
の
た
め
に
も
、
対
象
を
未
就

学
児
ま
で
に
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
の

は
ご
要
望
の
通
り
で
あ
り
、
現
在
平
成

1
4
年
度
以
降
で
き
る
だ
け
早
期
の
実
施

に
向
け
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

ﾚ;

心

ＩＴ講習会のようす

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
に
つ
い
て
　
６

Ｑ
　
－
丁
講
座
が
終
了
し
た
後
、
町
の

パ
ソ
コ
ン
は
ど
う
な
る
の
か
。
有
料
で

も
良
い
の
で
、
自
由
に
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
つ
く
っ
て

も
ら
え
な
い
か
。
せ
っ
か
く
購
入
し
た

の
だ
か
ら
、
広
く
町
民
に
利
用
さ
せ
た

ら
よ
い
と
思
う

Ａ
　
Ｉ
Ｔ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
Ｈ

年
度
も
国
の
重
点
事
業
に
も
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
研
修
の

場
と
し
て
継
続
し
て
運
用
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
自
由
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
涯
学
習
館
に
お
い
て
、
３
日
前
ま
で

に
利
用
申
請
を
い
た
だ
き
、
有
料
手

前
８
時
3
0
分
～
正
午
ま
で
　
8
0
0
円
、
午

後
１
時
～
５
時
ま
で
　
8
0
0
円
、
午
後
５

時
～
９
時
ま
で
１
。
２
０
０
円
）
　
で
利

用
で
き
ま
す
。

ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

Ｑ
　
東
雲
公
園
や
お
も
ち
や
博
物
館
に

行
く
場
合
、
車
が
な
く
て
は
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
壬
生
、
東
雲

公
園
、
お
も
ち
や
の
い
ず
れ
か
の
経
由

で
、
土
、
日
、
祭
日
に
ミ
ニ
バ
ス
を
運

行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
多
く

の
人
に
町
に
来
て
も
ら
い
町
の
Ｐ
Ｒ
を

～まちづくり情報Ｂｏ１かち＼んｺﾞ

子
育
て
に
対
す
る
ホ
ー
ム

　
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
つ
い
て

Ｑ
　
核
家
族
化
か
進
み
、
家
庭
内
で
の

問
題
が
増
え
る
な
か
で
、
子
育
て
の
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
乳
児
の
い
る
家
庭
ヘ
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
制
度
（
例
：

千
葉
県
我
孫
子
市
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
す
る
と
子
育
て
に
対
し
自
信
が

も
て
る
よ
う
に
な
り
、
魅
力
的
な
町
に

な
る
の
で
は
な
い
か

Ａ
　
核
家
族
化
の
進
行
や
出
生
率
の
低

下
・
地
域
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど
に
よ

り
、
育
児
に
対
す
る
孤
独
感
や
不
安
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
様
々

な
子
育
て
支
援
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
保
育
園
で
は
、
乳
児
保
育
・
低
年

胎
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
、
利
用
し

や
す
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の

無
料
化
に
よ
り
子
育
て
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、W゛

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
よ
り
子

育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
や
子
育
て
家

庭
に
対
す
る
相
談
指
導
・
地
域
子
育
て

サ
ー
ク
ル
活
動
の
推
進
の
た
め
、
『
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
な
ど
も
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
母
子
保
健

事
業
の
一
環
と
し
て
、
妊
産
婦
家
庭
へ

の
保
健
婦
の
訪
問
指
導
な
ど
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、

乳
児
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
つ
の
参
考

例
と
し
て
、
今
後
の
子
育
て
支
援
対
策

を
推
進
し
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

Ｑ
　
現
在
は
、
６
歳
未
満
ま
で
医
療
費

が
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
是
非
、
未

就
学
児
ま
で
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
は
、
将

来
に
重
篤
な
障
害
等
を
残
さ
な
い
よ
う



す
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
　
バ
ス
運
行
へ
の
需
要
は
、
全
町
的

に
は
少
な
く
、
町
独
自
で
の
運
行
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
も
、
人
口
や
交
通

の
集
積
が
粗
密
で
公
共
交
通
と
し
て
の

成
立
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
、

常
に
耳
を
傾
け
、
必
要
性
の
高
ま
り
が

顕
著
に
見
受
け
ら
れ
る
際
に
は
、
そ
の

経
費
等
を
も
考
慮
し
た
上
で
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

Ｑ
　
県
道
上
田
・
壬
生
線
の
壬
生
バ
イ

パ
ス
か
ら
福
和
田
橋
聞
か
狭
い
の
で
広

げ
て
ほ
し
い

Ａ
　
県
道
上
田
・
壬
生
線
は
、
幅
員
も

狭
く
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

壬
生
バ
イ
パ
ス
の
利
休
庵
さ
ん
の
Ｔ
字

路
か
ら
福
和
田
橋
方
面
に
計
画
さ
れ
て

い
る
都
市
計
画
道
路
が
あ
り
、
こ
の
ル
ー

ト
を
現
道
の
代
替
道
路
（
バ
イ
パ
ス
）

と
し
て
整
備
す
る
考
え
を
も
っ
て
い
ま

す
。
町
で
も
こ
の
都
市
計
画
道
路
の
整

備
を
県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

役
場
等
の
日
曜
営
業

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

S = ＝ J

Ｑ
　
役
場
な
ど
公
的
機
関
が
、
日
曜
日

に
も
月
に
１
～
２
度
営
業
す
る
と
大
変

便
利
な
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い

Ａ
　
平
成
元
年
４
月
か
ら
週
休
２
日
割

が
始
ま
り
、
役
場
、
出
張
所
は
土
曜
日
・

日
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
聞
、
平
成
７
年
７
月
３
日
か
ら
自
動

交
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
住
民
票
の

写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
つ

い
て
、
自
動
交
付
機
に
よ
り
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
で
も
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
1
2
年
1
0
月
２

日
か
ら
、
宇
都
宮
地
区
広
域
圏
圭
市
５

町
の
市
役
所
・
町
役
場
で
も
、
住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
提
言
の

あ
り
ま
し
た
日
曜
日
の
営
業
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
自
動
交
付
機
の
時
間
延
長

等
を
含
め
て
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

財
政
状
況
の

　
　
　
　
　
　
公
表
に
つ
い
て

Ｑ
　
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
公
表
し
て
ほ
し
い
。

　
（
例
）
町
税
等
の
内
訳
、
地
域
別
税
収

支
状
況

Ａ
　
財
政
状
況
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
等
が
、

ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ
す

役場庁舎

る
大
切
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
法
律
及
び
条
例
に
基
づ

き
「
広
報
壬
生
」
等
を
通
じ
、
予
算
・

決
算
の
公
表
を
す
る
ほ
か
、
半
期
毎
の

予
算
の
執
行
状
況
を
公
表
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
町
の
運
営
は
、
常
に
住
民

皆
様
の
関
心
と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
今
後
と
も
予
算
等
の
状

況
を
よ
い
二
層
住
民
の
皆
様
に
ご
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
統
計
表
や
グ

ラ
フ
等
を
活
用
し
わ
か
り
や
す
い
公
表

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
町
税
等
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
及
び
決
算
の
状
況
等
に
お
い

て
も
、
税
の
負
担
状
況
等
を
含
め
、
公

表
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
別
の
収
支
状
況
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
支
出
状
況
等
を
地
域
別

に
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画

　
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

Ｑ
土
地
価
格
諸
物
価
の
低
落
が
続
い

て
い
る
状
況
の
な
か
、
評
価
額
を
減
額

し
適
正
な
も
の
に
見
直
し
て
ほ
し
い

Ａ
　
固
定
資
産
税
等
は
、
固
定
員
変

圧
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産
）
自
体

の
有
す
る
価
値
に
着
目
し
、
そ
の
資
産

価
値
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
、

当
該
固
定
資
産
の
価
値
が
そ
の
所
有
者

に
実
質
的
に
ど
れ
だ
け
帰
属
す
る
か
を

問
わ
ず
、
所
有
と
い
う
事
実
そ
の
も
の

に
担
税
力
を
見
い
だ
す
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
所
有
者
が
現
在
使
用
収
益
し

て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
課
税
さ

れ
る
も
の
で
す
。
価
格
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
固
定
資
産
税
等
は
、
固
定
資

産
の
価
格
、
す
な
わ
ち
「
適
正
な
時
価
」

を
課
税
標
準
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の

で
す
か
ら
、
本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
度
評

価
替
え
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
「
適
正
な
時
価
」
を
も
と
に
課
税

を
行
う
こ
と
が
納
税
者
間
に
お
け
る
税

負
担
の
公
平
に
資
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
物
価
の
変
動
、
資
産
状
況
の
変

化
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
た
り
、
課
税

事
務
の
簡
素
化
を
図
り
、
徴
税
コ
ス
ト

を
最
小
に
抑
え
る
必
要
も
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
３
年
間
評
価
額
を
据
え
置

く
制
度
、
換
言
す
れ
ば
、
３
年
ご
と
に

評
価
額
を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
土
地
の
価
格

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
下
落
状
況
を
鑑

み
て
、
各
年
度
に
お
い
て
価
格
の
下
落

が
あ
り
、
価
格
を
据
え
置
く
こ
と
が
適

当
で
な
い
地
域
が
あ
る
と
き
は
、
簡
易

な
方
法
に
よ
り
、
価
格
を
修
正
で
き
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
当
町
で
も
、
価

格
修
正
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
状

況
で
す
。

整備中の身障者用駐車場

身
障
者
用
駐
車
場
の

　
　
　
　
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
中
央
公
民
館
に
車
椅
子
の
方
用
の

駐
車
場
を
で
き
れ
ば
別
枠
で
つ
く
っ
て

も
ら
え
な
い
か
。
講
演
会
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
に
参
加
し
た
い
が
混
雑
を
考
え

る
と
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
　
城
址
公
園
の
駐
車
場
は
、
混
雑
時

に
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場

拡
張
工
事
を
現
在
実
施
し
て
お
り
、
こ

の
工
事
の
な
か
で
ト
イ
レ
東
側
付
近
に

身
障
借
用
の
駐
車
場
を
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

７



介
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

Ｑ
　
高
齢
化
社
会
対
応
の
Ｉ
つ
と
し
て
、

自
分
た
ち
の
住
み
慣
れ
た
場
所
に
町
営

の
介
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
ほ
し

い
。
場
所
と
し
て
は
、
黒
川
の
桜
が
見

え
る
場
所

Ａ
　
本
町
に
は
現
在
、
社
会
福
祉
法
人

「
栃
の
木
会
」
が
設
置
運
営
し
て
い
ま

す
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
し
も
つ
け

荘
」
及
び
老
人
保
健
施
設
「
み
な
と
荘
」

薦
一
‥
一
）
に
痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
う
ら
ら
」
の
三
施
設
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
老
人
福
祉
施
設
と

し
て
鋼
協
医
科
大
学
病
院
の
西
側
に
設

置
さ
れ
、
医
療
と
福
祉
の
隣
接
さ
れ
た

理
想
的
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

営
の
介
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
で
す
が
、

現
在
、
国
の
方
針
が
在
宅
介
護
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
新
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
限
ら
れ
た
枠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
下
で
は
市
町
村
が
設

置
を
希
望
し
て
も
許
可
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
ら
類
似
施
設
が
な
い
市
町
村
が
優

先
さ
れ
、
本
町
が
設
置
を
希
望
し
た
場

合
で
も
、
か
な
り
将
来
的
な
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
施
設

の
入
所
待
ち
の
実
態
、
さ
ら
に
は
今
後

益
々
増
加
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
決

し
て
今
の
施
設
で
満
足
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
、
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
等

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
の
確
保
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
町
で

も
機
会
を
見
な
が
ら
国
・
県
と
調
整
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
往
み
慣
れ
た
黒
川
の
桜
が
見
え

る
場
所
に
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
候
補

地
と
し
て
は
適
地
で
あ
る
思
い
ま
す
。

老
後
は
静
か
な
環
境
豊
か
な
と
こ
ろ
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
も
努
め
て
参
り
た

い
思
い
ま
す
。

特別養護老人ホーム　しもつけ荘

諸
届
け
の
簡
素
化

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

Ｑ
　
難
し
い
諸
届
け
の
書
類
は
全
廃
し

て
、
簡
単
明
瞭
に
し
、
誰
で
も
記
入
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
が
行
政
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
諸
届
け
の
書
類
は
全
廃
し
て
簡
単一

明
瞭
に
し
、
誰
で
も
記
入
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
と
の
ご
意
見
で
あ
り
ま
す
が
、

戸
籍
の
窓
口
に
お
け
る
各
種
届
け
書
に

つ
い
て
は
、
戸
籍
法
等
関
連
法
並
び
に

通
達
、
準
則
等
に
よ
り
そ
の
様
式
が
示

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
提
出
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

証
明
書
の
請
求
書
等
に
つ
い
て
は
、
逐

次
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
も
改
正
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

職
員
の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て

Ｑ
　
職
員
の
リ
ス
ト
ラ
（
５
０
％
削
減
）

を
実
施
し
た
方
が
よ
い
。

Ａ
　
一
部
職
員
の
態
度
、
行
動
に
、
不

満
を
抱
く
よ
う
な
こ
と
か
あ
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
は
、
深
く
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
職
員
に

対
し
ま
し
て
は
、
研
修
の
強
化
を
図
り
、

人
材
育
成
に
努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
育
成
強

化
に
力
を
注
い
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
全
体
の
職
員
数
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
と
比
較
し
て
も
決
し
て
多
い

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
件
費
の
抑

制
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
も
あ

り
、
計
画
的
に
削
減
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

Ｑ
　
乳
幼
児
医
療
費
の
用
紙
を
医
療
機

関
に
書
い
て
も
ら
う
と
１
月
分
１
枚
2
0
0

円
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
め

て
一
度
に
出
す
と
１
。
０
０
０
円
以
上

か
か
っ
て
し
ま
う
。
医
療
費
は
戻
る
の

に
こ
の
文
書
の
費
用
は
ど
う
し
て
か
か

る
の
か
。

Ａ
　
町
で
は
、
各
種
医
療
費
助
成
事
業

（
乳
幼
児
・
妊
産
婦
・
ひ
と
り
親
家
庭
・

単
作
心
身
障
害
者
）
を
実
施
し
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
保
険
診
療
証
明
費

用
に
つ
い
て
、
町
医
師
会
に
訪
ね
ま
し

た
と
こ
ろ
「
証
明
書
等
の
書
料
は
医
療

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
厳
し
い
法
的
責

任
が
付
託
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
手
間

賃
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。
料
金
に

つ
い
て
は
、
「
県
医
師
会
を
経
て
、
地

区
医
師
会
（
壬
生
町
は
下
都
賀
郡
市
医

師
会
）
の
委
員
会
で
検
討
し
、
町
医
師

会
に
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
、
参
考
料
金

と
し
て
各
医
師
会
員
に
協
力
を
依
頼
す

戸
と
の
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
各
医

師
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。
下
都
賀

郡
市
医
師
会
で
は
、
2
0
0
円
を
参
考
料
金

と
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
通
り
数
ケ

ヽ 一

月
た
め
る
と
士
。
０
０
０
円
以
上
に
な
　
８

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
助
成
額
が
保
険
診
療
証
明
費
用
に

満
た
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現

在
町
で
は
申
請
書
用
紙
の
保
険
診
療
証

明
欄
を
変
更
し
、
数
ケ
月
分
ま
と
め
て

記
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
検
討

し
、
医
師
会
と
の
調
整
も
行
っ
て
い
ま

す
。

学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ
　
来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
子
供

か
お
り
、
共
働
き
で
核
家
族
の
た
め
、

学
童
保
育
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
町
に

も
い
く
つ
か
の
学
童
保
育
の
施
設
が
あ

り
ま
す
が
、
交
通
手
段
等
不
安
な
点
も

あ
り
ま
す
。
学
校
の
空
き
教
室
の
利
用

や
、
放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
学

校
内
で
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
安
心
な
の
で
す
が
…
。
子
供
を
育
て

な
が
ら
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
に
密
着
し
た
小
学

校
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ａ
　
町
で
は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

支
援
の
た
め
、
昼
間
保
護
者
の
い
な
い

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
を
主
な
対
象

と
し
た
放
課
後
健
全
育
成
事
業
（
学
童

保
育
）
を
町
内
４
箇
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
１
２
年
1
2
月
に
町
内
の
全
小

学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
保
護



者
を
対
象
と
し
、
放
課
後
児
童
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
学
童
保
育

の
要
望
等
を
把
握
し
て
い
ま
す
の
で
、

学
校
の
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
た
学
童

保
育
の
実
施
等
を
含
め
、
今
後
も
引
き

続
き
放
課
後
児
童
対
策
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

放課後児童対策の充実（保育指導員の送迎）

公
民
館
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
私
の
住
ん
で
い
る
自
治
会
（
安
塚
）

に
は
、
公
民
館
が
な
い
の
で
、
公
民
館

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
安
塚
地
区
に
は
、
町
立
の
公
民
館

は
南
犬
飼
地
区
公
民
館
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
要
望
の
公
民
館
は
自
治
公
民
館
と
推

察
し
ま
す
。
町
に
は
、
自
治
公
民
館
建

設
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
自
治
会
が
建
設
す
る
公
民
館
に
建
設

ゝ W /

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
す
で
に
、
町
内
に
は
、
類
似
施
設

も
含
め
、
現
在
4
7
館
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
即
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
自
治
公
民
館

建
設
に
係
る
補
助
金
は
、
建
築
費
（
建

築
に
直
接
必
要
と
し
な
い
経
費
を
除
く
）

の
3
0
％
の
範
囲
と
し
、
2
0
0
万
円
を
限
度

と
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。
自
治
公
民

館
建
設
の
際
に
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
に
つ
い
て

Ｑ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
一
般
の
ゴ
ミ
と
分

別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、

分
別
の
徹
底
を
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
ご
み
の
分
別
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、

『
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
』
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
毎
年
３
月
頃
に
各
家
庭

へ
保
健
委
員
を
通
し
て
配
布
し
、
住
民

の
方
に
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
、
回
覧
な
ど
で

も
、
適
宜
、
分
別
の
徹
底
に
つ
い
て
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
６

月
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
を

め
が
し
、
収
集
袋
を
透
明
又
は
半
透
明

の
中
身
が
見
え
る
袋
を
使
用
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

収
集
の
際
に
、
分
別
が
で
き
て
い
な
い

袋
は
、
分
別
し
て
出
す
よ
う
に
警
告
シ
ー

ル
を
貼
り
収
集
せ
ず
、
そ
の
ご
み
を
出

し
た
人
に
対
し
、
分
別
を
徹
底
し
て
も

ら
う
よ
う
表
示
し
て
い
ま
す
。
自
治
会

に
加
入
し
て
い
な
い
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
住
民
に
対
し
て
は
、
管
理

会
社
や
不
動
産
屋
を
通
し
て
、
又
は
、

直
接
、
ポ
ス
ト
ヘ
『
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
』
の
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、
分

別
の
徹
底
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

改
革
に
つ
い
て

Ｑ
　
公
務
員
は
、
予
算
を
完
全
消
化
す

る
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
個

人
の
生
活
で
は
、
生
活
水
準
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
節
約
、
努
力
し
て
何
か
を

改
革
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
地
方
自

治
も
率
先
し
て
、
予
算
削
減
に
向
け
、

。
し
か
け
〃
を
考
え
出
す
の
が
町
長
の

役
割
と
考
え
ま
す
。
当
初
の
目
標
を
達

成
し
、
努
力
し
て
予
算
を
残
し
た
部
署

を
表
彰
す
る
と
か
、
壬
生
町
の
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
創
造
力
を
発
揮
し
、
改
革
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
地
方
公
共
団
体
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
義
務
的
経
費
・
任
意
的
経
費
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
義
務
的
経

費
は
、
人
件
費
（
職
員
給
・
議
員
手
当

等
）
　
・
扶
助
費
（
高
齢
者
や
障
害
者
に

対
す
る
援
助
費
な
ど
）
　
・
公
債
費
（
町

一

借
入
金
の
返
済
金
）
を
指
し
ま
す
が
。

こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
任
意
に
削

減
で
き
な
い
経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
ま
す
と
、
意
図
的
に
は
使
い

切
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
と
も
い
え

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
任
意
的
経
費
に

つ
い
て
は
、
団
体
の
意
思
に
よ
っ
て
削

減
で
き
る
要
素
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
予
算
は
、
綿
密
な
積
算
に
よ
っ
て

計
上
し
て
お
り
、
不
必
要
な
額
は
計
上

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
、
使

い
切
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
な
く
て

も
、
予
算
に
対
す
る
執
行
率
（
消
化
率
）

は
良
く
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
現
在
の

厳
し
い
経
済
情
勢
を
考
慮
し
、
徹
底
し

た
コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
行
政
推
進
に

当
た
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
区
域
も
拡
大
し
ま
す

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
　
私
の
住
ん
で
い
る
大
師
町
（
御
里

地
区
）
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
当
地
区
に
は
、
区
画
整
理
の
話

が
あ
る
が
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
り
。

２
～
３
年
何
の
進
展
も
な
い
。
当
地
区

は
、
道
路
も
な
く
、
区
画
整
理
を
す
る

の
が
最
善
と
思
う
が
、
待
っ
て
い
た
の

で
は
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
早

急
に
下
水
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
大
師
町
（
御
里
地
区
）
の
下
水
道

整
備
要
望
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
整
備

を
図
り
た
く
位
置
づ
け
し
て
い
ま
す
。

当
該
御
里
地
区
は
、
生
活
道
路
幅
員
が

狭
陛
で
あ
り
、
雨
水
排
水
の
施
設
も
な

く
、
不
便
を
き
た
し
て
い
る
と
の
意
見

も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
改
善
を
図
る
た
め
、
区
画
整
理
組

合
設
立
準
備
委
員
会
が
、
平
成
1
0
年
に

設
立
さ
れ
、
事
業
同
意
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
既

に
同
意
さ
れ
た
皆
様
の
早
期
事
業
実
施

の
ご
意
見
も
ご
ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
区
画
整
理
事
業
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
下
水
道
は
も
と
よ
り
公
共
施

設
の
一
体
的
な
整
備
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

９



教育委員会だより

新しい９習指導曹領が全面実施
　２年間の移行期を経て、新学習指導要領（各学校がカリキュラムを編成する際の基準）

に基づ＜教育が、平成14年４月１日から学校完全週５日制とともに町内小・中学校で全

面実施されます。

９般はこ/Lなぶうに変わります…
★わ方る授業、楽しい９鮫の実現

心 ＿ ／

-

巾授業時間が選あたり２単位時間縮減され、土曜日が休みになります。

　　例）小学４～６年生の場合：現週29単位時間→新選27単位時附

　　　　中学生の場合：現選30単位時間→新選28単位時間

（2）すべての子どもたちが共通に学ぶべき内容が、社会生活を営む上で必要な基礎的・基本的な内容

　に厳選（現行の内容と比べ３割程度削減）され、じっくり学習し、確実に身に付けられるようにな

　ります。

　　例）小学校の算数「文字式」→中学校の学習内容へ移行

　　　　中学校の数学「二次方程式の解の公式」→高校の学習内容へ移行

（3）子どもたちの理解の状況や習熟の程度・

　興味・関心などに応じた「個別指導」、

　友だちと協力しながら学習に取り組む「グ

　ループ別学習」、複数の教師等が役割分担

　しながら授業を行う「ティームティーチン

　グ」などにより、子どもたち一人一人を大

　切にした個に応じた指導が行われるように

　なっていきます。

（4）中学校での「選択教科」の種類を拡大し、

選
択
社
会
で
の
埴
輪
づ
く
り
体
験
学
習

生徒自身が選択して［課題学習］「補完的な学習」「発展的な学習」等に取り組むことで、学ぶこと

の楽しさや成就感を味わい学習意欲が持てるようにします。

★自ら９び自ら考える力の育成

巾生涯学習の基礎となる力（自ら学ぼうとする意欲、自分の力で論理的に判断する力、自分の考え

　や思いを的確に表現する力、自ら問題を発見し解決する力等）を育成するため、実感を伴って理解

　を深めることができる体験的な学習、問題解決的な学習が各教科等の授業に取り入れられます。

　　例）　観察・実験や見学・調査

　　　　　自分が取り組んだ内容をまとめ発表する活動

　　　　　スピーチ・討論

　　　　　自然体験・ボランティア活動などの社会体験

　　　　　ものづくりや生産活動

（2）教科の枠を越えて、自分で選んだ課題解決に取り組む「総合的な学習の時間」がﾐ小学校３年生

　以上で週３時間程度、中学校で２～４時間程度行われます。

（3）子どもたちに正義感・倫理観・思いやりの心などの豊かな人間性や社会性をはぐくむため、「道徳

　の時間」を校とした道徳教育の一層の充実が図られます。

（4）国際化・情報化に対応した教育、体育・健康教育の充実が図られます。
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W

地
域
い
さ
い
さ
ふ
れ
あ
い
旅
験

マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
２
年
目
を
終
え
て

　
壬
生
中
学
校
で
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
指
定
を
受
け
た
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

も
２
年
目
と
な
り
、
本
年
度
は
‥
目
月
に
５
日
間
、
２
年
生
全
員
が
学
校
を
離
れ
8
3

力
所
の
受
け
入
れ
先
で
各
種
体
験
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
学
期
、
生
徒
に
体
験
場
所
希
望
調

査
し
こ
れ
を
も
と
に
生
徒
の
第
１
希
望

の
体
験
場
所
の
確
保
を
２
年
教
員
が
夏

季
休
業
中
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業

の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
け
、
生
徒
全
員
の

体
験
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
左
の
グ
ラ
フ
が
そ
の
活
動
内
容

の
割
合
で
す
。

　
確
保
に
あ
た
り
、
今
年
度
も
壬
生
町

マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
協
議
会
の
協

力
を
得
ま
し
た
。

内　容　の　割　合

20　40　60　80　100０

文化一芸術創作活動

福祉・ボランティア活動

　
よ
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た

　
◆
生
徒
の
活
動
後
の
感
想
か
ら
◆

　
　
　
　
（
そ
の
１
　
　
男
子
生
号

　
僕
は
、
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
お
も

ち
や
関
係
の
会
社
を
体
験
場
所
に
選
ん

で
よ
か
っ
た
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
仕
事
は
思
っ
て
い
た
よ
り
天
変

だ
っ
た
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
一
緒
に
活
動
し
た
友
達
が
頑
張
っ

て
い
た
の
で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
社
長
さ
ん
の
話
も

聞
け
、
バ
ン
ダ
イ
や
お
も
ち
や
博
物
館

に
も
見
学
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
良

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
の
面

で
は
親
は
と
て
も
苦
労
し
て
い
る
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
５
日
問
と
い

う
短
い
時
間
で
し
た
が
地
域
の
方
々
と

交
流
が
で
き
て
と
て
も
良
い
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
そ
の
２
　
　
女
子
生
徒
）

　
５
日
間
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
事
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
で

す
。
車
椅
子
の
使
い
方
な
ど
ヘ
ル
パ
ー

の
方
か
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

自動車整備の体験活動

い
ざ
や
ろ
う
と
す
る
と
な
か
な
か
で
き

な
い
も
の
で
し
た
。
特
に
食
事
介
助
は
、

一
度
に
食
べ
る
量
を
考
え
た
り
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
車
椅
子
を
使
う
時

も
少
し
の
段
差
で
さ
え
も
気
を
配
り
ま

す
。
全
て
の
事
を
一
人
で
こ
な
す
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
を
見
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
１
日
に
３
件
も
ヘ
ル
パ
ー
同
行
を
し

た
の
で
す
が
、
ど
の
お
年
寄
り
の
方
に

も
温
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
笑
顔

で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
人
の
役
に
立
て
た
飛
び
を
感
じ

ら
れ
た
時
は
「
う
れ
し
い
」
「
仕
事
を

し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
マ
イ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
が
、
一
日
一
目
が

充
実
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

‐
‐
‐
、
受
入
先
や
保
護
者
の
　
　
一

　φ〃

ｆ

ｌ

方
々
か
ら
の
声

｀ 一

―
－
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
体
験
活
動
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
方
々
や
本
校
２
年
の
保
護
者
の
ご
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

-

　
受
け
入
れ
先
（
指
導

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
々

・
期
間
が
長
く
て
よ
い
。
い
ろ
い
ろ
教

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
期
間
を
も
う
少
し
短
く
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
職
種
を
経
験
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。

・
教
育
に
社
会
も
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
大
い
に
や
っ

て
ば
し
い
。

・
来
年
も
協
力
し
た
い
の
で
、
実
施
時

期
を
早
め
に
教
え
て
ほ
し
い
。

・
指
導
す
る
こ
と
で
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
。

・
将
来
に
役
立
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
は
苦
し
悪
し
で

あ
る
。

・
あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
て
い
た
。

・
仲
間
同
士
の
信
頼
関
係
が
さ
ら
に
強

ま
っ
た
よ
う
だ
。

　
保
護
者

・
良
い
体
験
場
所
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

本
人
も
自
信
が
持
て
た
と
思
う
。
将
来

の
進
路
や
生
き
方
に
役
立
つ
体
験
で
あ
っ

た
と
思
う
。

・
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
何
か
を
得
た

と
思
う
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や
先

生
に
感
謝
致
し
ま
す
。

・
体
で
感
じ
体
験
す
る
こ
と
で
社
会
に

対
す
る
物
の
見
方
も
変
わ
っ
て
き
た
と

思
う
。
仕
事
を
す
る
こ
と
の
飛
び
を
充

分
昧
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

・
進
路
を
選
択
す
る
う
え
で
参
考
に
な
っ

た
。
自
分
自
身
の
可
能
性
を
知
る
良
い

機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
５
日
間
だ
か
ら
こ
そ
本
人
の
実
感
と

し
て
残
っ
た
と
思
う
。
あ
ま
り
に
も
楽

し
く
て
、
家
で
も
い
つ
も
話
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

・
子
供
の
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
感
動

し
ま
し
た
。
無
事
に
終
え
て
安
心
し
ま

し
た
。

・
地
域
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
た
こ
と
が
大
き
な
財
産
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
の
人
々
に
と
っ

て
も
今
時
の
中
学
生
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
２
年
間
壬

生
中
学
校
の
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
事

故
等
も
な
く
終
了
で
き
た
の
も
こ
の
事

業
の
推
進
に
ご
尽
力
頂
い
た
多
く
の
方
々

の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
助
力
の
お
か
げ

で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
た
め
に
体
験
活

動
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

受
入
先
で
あ
る
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
や
地
域
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
事
業
が
継
続
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

と
も
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
と
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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-

まちのわだい

下
稲
葉
の
鯉
沼
玲
子
さ
ん

本
町
初
の
女
性
農
業
士
に

認定を受けた鯉沼玲子さん

　
平
成
１
３
年
度
の
栃
木
県
農
業
土
・
女

性
農
業
土
・
名
誉
農
業
土
語
定
式
が
、

１
月
８
日
栃
木
県
公
館
で
行
わ
れ
、
下

稲
葉
の
鯉
沼
玲
子
さ
ん
が
本
町
で
は
初

め
て
の
女
性
農
業
土
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
県
で
は
、
農
業
経
営
に
参
画
し
農
村

助谷ふれあい市直売所　ｙ

　新築工事はじまる　　ヤ

地
鎮
祭
の
よ
う
す

女
性
の
社
会
参
加
等
に
豊
富
な
知
識
が

あ
り
、
女
性
組
織
の
育
成
指
導
な
ど
、

農
業
・
農
村
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
を
図
れ
る
優
れ
た
女
性
農
業
者

を
女
性
農
業
士
に
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
飯
沼
さ
ん
は
結
婚
後
、
積
極
的
に
農

業
経
営
に
参
画
し
、
現
在
は
、
経
営
主

と
し
て
、
水
稲
を
は
じ
め
、
野
菜
、
花

苗
等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
花

斉
生
産
部
会
会
長
と
し
て
活
動
し
て
い

る
ほ
か
、
地
域
社
会
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
、
地
域
農
業
者
の
信
頼
も
厚
く
、

農
業
振
興
の
り
Ｉ
ダ
ー
と
し
て
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
助
谷
ふ
れ
あ
い
市
直
売
所
の
新
築
工

事
に
伴
う
、
地
鎮
祭
が
去
る
１
２
月
2
7
目

に
建
設
現
場
に
お
い
て
、
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
直
売
所
が
県
道
の
拡
幅
に

よ
り
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
に

西
側
に
移
動
し
、
新
築
す
る
こ
と
と
な
っ

た
か
ら
で
す
。

　
直
売
所
の
建
設
中
は
、
近
く
の
ガ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
の
前
の
仮
説
テ
ン
ト
で
毎
週

土
曜
日
に
野
菜
の
直
売
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

心 ･

お年寄りと自分達の施設は
自分達で守る

　　　　栃の木会で総合訓練
な

ー

統裁者に各係より任務終了を報告する

　
入
居
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
と
、
こ
の
ほ
ど
栃
の
本
会
の
３
施

設
（
し
も
つ
け
荘
、
み
な
と
荘
、
う
ら

ら
）
で
は
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
安
塚

分
遣
所
の
協
力
の
も
と
、
自
衛
消
防
隊

総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
施
設
と
も
隊
長
・
副
隊
長
以
下
、

通
報
連
絡
、
消
火
、
救
護
、
警
戒
搬
出
、

避
難
誘
導
の
係
に
別
れ
、
地
震
に
と
も

な
い
、
し
も
つ
け
荘
で
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
で
、
通
報
や
消
火
、
救

護
な
ど
係
の
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

　
各
係
と
も
任
務
終
了
を
統
括
責
任
者

に
報
告
す
る
ま
で
、
平
均
２
分
2
0
秒
か

か
り
、
迅
速
に
行
動
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
２
会
場
で

　
　
　
６
３
４
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

謝辞を述べる新成人代表（壬生中央公民館で）

第
5
3
回
成
人
式
が
１
月
1
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
出
身
中
学
別
に
壬
生
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
と
南
犬
飼

中
学
校
体
育
館
の
２
ヵ
所
に
会
場
を
分
散
し
ま
し
た
。

　
各
1
0
名
の
中
学
校
出
身
者
に
よ
る
、
成
人
式
運
営
委
員

会
が
式
典
を
進
行
し
、
中
学
時
代
の
恩
師
な
ど
を
招
き
、

ぶ
四
居
完
ご
の
色
合
い
を
強
め
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
壬
生
中
で
は
、
成

人
の
主
張
や
デ
ィ
ズ
ニ
圭
フ
ン
ド
パ
ス
ポ
ー
ト
券
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
が
、
南
人
中
で
は
、
恩
師
作
製
に
よ
る
中

学
生
当
時
の
ビ
デ
オ
上
映
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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七つでおきの

J

ユノ￥ｼ

3ぬの

指痛

-

皆さんのご応募を

お待ちしています!

　
今
年
４
月
で
8
6
歳
に
な
る
戸
鴫
ミ
ツ
さ

ん
は
、
少
し
耳
が
遠
い
も
の
の
、
眼
鏡
な

し
で
新
聞
や
細
か
い
文
字
が
読
め
、
指
先

が
と
て
も
器
用
で
す
。

　
こ
の
器
用
さ
で
、
一
昨
年
1
0
月
頃
か
ら

折
り
紙
の
宝
船
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

　
初
め
は
市
販
の
キ
ッ
ト
で
、
ツ
ル
や
フ

ク
ロ
ウ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
次
に

宝
船
を
作
り
始
め
ま
し
た
が
、
豪
華
だ
け

れ
ど
も
何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
近
所

の
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
が
七

福
神
の
人
形
を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
と
い

が

…
…
。

「
“

」
」
」

゛

・
。

１
寸
Λ
」

・
Ｅ
Ｅ
匹
〃

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、
宝
船

に
七
福
神
、
花
、
米
俵
に
見
立
て
た
手

作
り
の
小
物
、
折
り
紙
の
余
っ
た
と
こ

ろ
で
作
っ
た
金
の
茶
壷
を
飾
り
ま
し
た
。

　
折
り
紙
は
、
普
通
の
１
枚
か
ら
長
方

形
の
形
を
４
枚
切
り
分
け
ま
す
。
で
す

か
ら
こ
の
宝
船
一
般
作
る
の
に
、
普
通

の
折
り
紙
を
２
０
０
枚
使
う
と
言
う
こ

と
で
す
。
娘
さ
ん
た
ち
が
折
り
紙
を
買
っ

て
き
て
く
れ
る
の
で
、
呆
け
防
止
に
と
、

作
り
続
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
近
所
の
人

や
親
戚
に
大
変
評
判
で
、
１
年
間
で
5
0

般
ほ
ど
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
で
は
「
縁
起
物
」
と
人
に
頼
ま
れ

て
は
宝
船
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
他
の

物
を
作
る
余
裕
が
な
い
そ
う
で
す
。

　
毎
日
Ｉ
ぺ
九
ン
ず
つ
日
記
を
付
け
、

み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
「
宝
船
」
を
作
り

続
け
る
こ
と
が
、
戸
筒
さ
ん
の
長
生
き

の
秘
訣
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

アイデアを生かした「宝船」と戸綺さん

長生きの秘訣は

　　　………
……万万･.･

1
万･
.

･j.1万.万1万.･｢..･1£船｣

旭町　戸崎ミツさん

｀ ヽ W ゛

　
冷
た
さ
を
も
て
滑
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
ね
と
う
よ
う
じ
ょ
う

　
酢
牡
頬
か
な
　
松
根
東
洋
城

　
こ
ん
な
句
を
読
ん
だ
だ
け
で
、

生
つ
ば
が
出
て
き
そ
う
で
す
ね
。

英
語
で
Ｒ
の
つ
く
月
が
お
い
し
い

と
さ
れ
る
牡
頬
で
す
が
、
な
か
で

も
厳
寒
期
の
Ｉ
、
二
月
は
旬
。
和
、

洋
、
中
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

に
合
い
ま
す
が
、
壮
頬
の
お
い

し
さ
を
堪
能
で
き
る
の
は
、
や

は
り
生
食
で
し
よ
う
。
生
の
魚

介
類
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
欧
米

で
も
、
牡
頬
だ
け
は
別
格
の
よ

う
で
す
。

　
端
正
な
殼
を
も
つ
ハ
マ
グ
リ

な
ど
と
同
じ
二
枚
貝
で
す
が
、
牡

頬
の
外
見
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
不
格
好

で
、
こ
れ
と
い
っ
て
決
ま
っ
た
形

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
岩
肌
な
ど
に

は
り
つ
い
て
い
て
動
け
な
い
の
で
、

殼
の
ふ
た
を
開
け
、
繊
毛
を
動
か

し
て
海
水
を
取
り
込
み
、
そ
の
中

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
ま
す
。

　
牡
韻
の
肉
質
の
独
特
な
柔
ら
か

さ
も
、
運
動
を
し
な
い
た
め
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

牡
頬
は
「
海
の
牛
乳
」
と
言
わ
れ

こ3咀:

る
ほ
ど
栄
養
価
が
高
く
、
病
人
食

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
島
の
　
松
に
雪
ふ
り

　
牡
頭
育
つ
　
　
　
山
口
貴
部

　
現
在
、
日
本
の
社
頭
は
、
ほ
と

ん
ど
が
マ
ガ
キ
と
呼
ば
れ
る
養
殖

も
の
で
、
主
な
産
地
は
広
島
、
松

島
湾
、
伊
勢
湾
な
ど
。
養
殖
の
方

法
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
波
が

穏
や
か
で
え
さ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
豊
富
な
場
所
と
い
う
の
が

　
　
共
通
し
て
い
ま
す
。
マ
ガ
キ

　
　
は
春
に
な
る
と
、
産
卵
に
備

　
　
え
生
殖
巣
が
発
達
す
る
た
め

　
　
味
が
落
ち
て
き
ま
す
。

　
　
　
社
頭
は
、
産
卵
後
し
ば
ら

　
　
く
は
海
中
を
泳
ぎ
回
っ
て
い

　
　
ま
す
が
、
や
が
て
棒
杭
や
岩

　
　
礁
に
付
着
し
、
そ
こ
に
着
い

た
ま
ま
、
一
生
を
終
え
ま
す
。
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昨
年
よ
り
増
加
　
鍵
の
掛
け
忘
れ

　
　
　
年
末
の
防
犯
診
断

　
町
防
犯
組
合
員
、
消
防
団
員
、
栃
木

警
察
署
、
町
執
行
郎
等
約
１
４
９
名
が

年
末
の
１
２
月
１
９
目
、
町
内
の
防
犯
診
断

を
行
い
ま
し
た
。

　
４
地
区
に
分
か
れ
た
町
内
を
、
１
件

士
件
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転

車
等
の
乗
り
物
を
中
心
に
、
ド
ア
ロ
ッ

ク
や
牛
１
付
き
、
施
錠
等
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
た
。

鍵
の
掛
け
忘
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　
（
南
犬
飼
地
区
防
犯
組
合
）

　
診
断
結
果
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

全
体
的
に
昨
年
よ
り
、
鍵
の
掛
け
忘
れ

等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
牛
１
を
付
け
た
ま
ま
や
、
施
錠
し
て

い
な
い
も
の
は
、
盗
難
や
犯
罪
に
使
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
車
か
ら
離

れ
る
と
き
は
必
ず
鍵
を
か
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

平成13年度　防犯診断実施結果

＼へ
自動車 自転車 オートバイ

実施台数 ﾄｱﾛｯｸなし キー付き 実施台数 施錠せず が牛なし 実施台数 キー付合

壬生地区 1,092 129 18 402 279 61 18 １

稲葉地区 |,106 204 100 499 254 78 168 17

南犬飼地区 969 121 30 395 134 47 76 ９

おもちゃのまち 間１ 72 ５ 359 56 30 32 １

合計 1,128 526 153 1.655 723 216 294 肘

％ 二 12.7 3.7 二 13.7 13.1 犬 20.7

○平成12年度　結果

ｉ　全体 4,162 435 177 I,699 631 169 367 67

％ 二 10.5 4.3 二 37.1 9.9 二 18.3

㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

犬
蓼
　
づ
參
　
〔
ｔ
〕
」

個人事業者め消費税

及び地方消費税の

　確定申告と納税は

　正しくお早めに！

　
個
人
事
業
者
の
方
の
平
成
1
3
年
分
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
、
平
成
1
4
年
４
月
―
日
（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

クムご>ら⌒匹⑤

《
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
》

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
が
必
要
な
方
は
、
次
に
該
当
す
る
方

（
課
税
事
業
者
）
で
す
。

Ｉ
　
平
成
Ｈ
年
中
（
基
準
期
間
）
の
課

　
税
売
上
高
が
３
千
万
円
を
超
え
る
事

　
業
者

２
　
平
成
Ｈ
年
中
の
課
税
売
上
高
が
３

　
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、
「
消
費

　
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提

　
出
し
て
い
る
事
業
者

　
《
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
書
は
２
種
類
》

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
書
に
は
「
簡
易
課
税
用
」
と
「
一
般

用
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

―
　
平
成
Ｈ
年
中
の
課
税
売
上
高
が
２

　
億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、
「
消

　
苛
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

　
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
「
簡
易
課

　
税
用
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
平
成
Ｈ
年
中
の
課
税
売
上
高
が
２

　
億
円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
又
は
簡

　
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
な
い
課

　
税
事
業
者
の
方
は
、
「
一
般
用
」
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
申
告
書
の

付
表
を
併
せ
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
《
正
し
い
申
告
で
期
限
内
に
納
税
を
》

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
ま
す
と
、
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額
の
1
5
％
又

は
1
0
％
の
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
、
更
に

納
付
の
日
ま
で
延
滞
税
も
加
算
さ
れ
ま

す
。

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、
消
費

者
の
皆
様
か
ら
の
預
り
金
的
性
格
を
有

す
る
税
で
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
正

し
い
申
告
と
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
《
振
替
納
税
の
利
用
を
》

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
納
税
方
法
に
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
さ
れ
る
と
納
税
の
た
め
の
手

数
が
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
う
っ
か
り

納
期
限
を
忘
れ
滞
納
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
な
く
な
り
大
変
便
利
で
す
。

　
新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機
関
又
は
税

務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
に
つ
い
て
既
に
振
替

納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
も
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
同
様
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
又
は
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｈ



・
　
伊
藤
　
労
さ
ん
ら
　
一

　
４
名
表
彰
さ
れ
る

　
ー
栃
木
県
統
計
大
会
で
ー

三橋さん、伊藤さん左から押久保さん、麦生さん、

　
　
今
年
で
3
9
回
目
を
迎
え
た
栃
木
県
統

　
計
大
会
が
Ｈ
月
2
9
目
栃
木
県
総
合
文
化

　
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、

一
本
町
か
ら
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
栃
木
県
知
事
表
彰
（
統
計
調
査
員
）
　
一

　
・
伊
藤
　
労
　
　
　
玉
　
　
町
）

　
・
安
生
桂
子
　
　
　
（
安
塚
中
央
）

　
　
こ
二
橋
博
子
　
　
　
（
安
塚
南
部
）

●
栃
木
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
統
計
調
査
員
）

　
　
・
押
久
保
美
子
　
　
（
幸
町
一
丁
目
）

新
春
の
み
ぶ
路
を
歩
こ
う

　
　
「
歩
く
こ
と
は
健
康
へ
の
第
一
歩
で

す
。
」
と
言
う
わ
け
で
、
１
月
2
8
口
北

風
の
吹
く
中
、
町
と
町
保
健
委
員
会
主

催
の
「
新
春
を
歩
こ
う
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
に
約
8
0
人
が
参
加
し
、
準

備
運
動
の
後
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
、
１
万
歩
を
目
指
し
壬
生
総

合
公
園
ま
で
の
コ
ー
ス
を
往
復
し
ま
し

た
。

寄
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
虹
の
会
様
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

第
2
8
回
鋼
協
祭
実
行
委
員
会
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
万
円

高
間
信
義
様
①
　
　
　
　
　
　
１
万
円

伏
木
美
佐
恵
様
⑩
　
　
　
　
　
５
万
円

住宅のバリアフリー化

　　を推進します

W

　
高
齢
に
な
る
と
、
室
内
や
廊
下
の
段
差
に
つ
ま
ず
い
て
け
が
を
す
る
の
で
は

な
い
か
、
手
す
り
の
な
い
お
風
呂
や
ト
イ
レ
で
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど

の
住
ま
い
に
関
す
る
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
の
取
組
み
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
必
要
性

急
速
な
高
齢
化

　
我
が
国
で
は
、
欧
米
諸
国
の
２
～
４

倍
と
、
世
界
で
も
例
を
見
な
い
速
度
で

高
齢
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

５
年
に
は
国
民
の
四
人
に
一
人
が
高
齢

者
と
な
り
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
突

入
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
構
造
で
も
、
全
世
帯
の

４
割
が
高
齢
者
を
含
む
世
帯
と
な
る
と

と
も
に
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
大
幅
に
増
加

し
、
全
世
帯
の
２
割
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

段差のない部屋の入□

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
遅
れ

　
高
齢
者
の
居
住
の
状
況
は
、
９
割
が

在
宅
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

・
手
す
り
の
設
置

・
設
置
の
解
消

・
車
椅
子
の
通
れ
る
広
い
廊
下
幅
の
確
保

と
い
っ
た
基
本
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
な
さ
れ
た
住
宅
は
、
全
住
宅
の
約
３

％
し
か
な
く
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
住
宅

に
関
わ
る
高
齢
者
の
事
故
死
は
、
約

４
。
４
０
０
人
で
、
こ
れ
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
死
の
人
数
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
る
た
め
に

持
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
高
齢
者
自
身
が
、
持
家
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
生
存
時

の
ロ
ー
ン
の
返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金

融
公
庫
の
特
別
な
融
資
制
度
（
高
齢
者

向
け
返
済
特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
生
存
時

は
利
子
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住

宅
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
、
元
金
を
一

括
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
融
資
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
債

務
保
証
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

賃
貸
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢
者
向

け
の
優
良
な
賃
貸
住
宅
（
高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
）
を
建
設
し
た
り
、
既

存
の
住
宅
を
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
と
す
る
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
場
合
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

か
ら
補
助
金
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
貸
人
が
低
所
得
の
高
齢
者

世
帯
に
対
し
て
家
賃
の
減
額
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
も
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
土
木
部
住
宅
諜

　
昔
０
２
８
－
６
２
３
－
２
４
８
２
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開
催
日
　
３
月
1
0
日
間

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

講
　
演
　
（
講
堂
／
午
後
１
時
3
0
分
士

　
　
　
　
　
「
車
椅
子
か
ら
の
出
発
」

　
　
　
　
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
ひ
と
み
さ
ん

　
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
日

本
代
表
の
栄
冠
に
輝
き
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
と
し
て
、
順
風
満
帆
の
日
々

４

安塚小６年

　　　　　たけし　鈴木健史

を
お
く
っ
て
い
た
が
、

一
瞬
の
交
通
事
故
は
す

べ
て
を
奪
っ
た
。
体
の

自
由
を
失
い
想
像
も
し

行
付
け
且
Ｆ
’
ｌ
犬
同
一
‥
Ｈ

ら
、
２
年
間
の
入
院
生
活
を
経
て
ど
の

よ
う
に
立
ち
直
っ
て
い
っ
た
の
か
あ
り

の
ま
ま
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

▼
安塚小６年

斎藤真里恵
そ
の
他
催
し
物

　
■
ス
テ
ー
ジ
部
門
発
表
・
作
品
展

　
　
示
・
お
茶
席
・
学
習
館
活
動
状
況

　
　
展
示
・
模
擬
店

｢親子の鳥｣

一

￥
Ｏ
Ｓ
ｇ
Ｍ
＠
％
９
９
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
　
５
6

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

青木　薇5ﾐちゃんご兄弟（いずみ）石川　大貫ちゃんご家族(西部)

　国　モ

牡

　Ｗル

３
月
の
納
税
等

一

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

佐藤　洸介ちゃんご兄弟（北小林）

　?11111
悪ﾆｿ?

　シ　　ジ｡でi
蒔田　わか菜ちゃんご兄弟（安塚三）

本紙は再生紙を使用しています。
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